
第５回子ども・子育て会議で出された主な質問・意見 

 

※意見については、主旨を変えない範囲で一部加筆修正しています。 

 

委員からの主な質問・意見 市の考え方等 

・放課後児童クラブのところで、「放課後子ども教

室との一体的な運営方法について整理し、全校児童

を対象とした事業への拡大を検討します」とある

が、市としては今後どのように考えているのか。 

・国では、放課後児童クラブと放課後子ども教室を

一体化の方向（連携も含む）で進めようという考え

を持っています。市の現状では現段階では具体的な

ものはお示しできませんが、今後視野に入れて検討

していく必要があると考えています。 

・姥屋敷小学校区の量の見込みが少ないのに単独で

提供区域となるのはなぜか。併せて人数が少ないと

いうことで問題点はないか。 

・姥屋敷小学校は学校もへき地の指定を受けてお

り、保育所もへき地保育所の位置づけとなっている

ことから、単独の区域としました。現在の保育所入

所児童数は１５名ですが、今後、更に児童数の減少

が進んだ時には、提供区域の見直しも考えていく必

要があると考えています。 

・家庭での保育、教育の力をつけていく事業につい

て、新しく取り組む事業はあるか。 

・家庭教育を含めた家庭への支援というのは重要で

あり、いろんな場面で様々な関わりが出てくると考

えています。新規事業は特にありませんが、現在育

児支援の面から母子保健の中で対応しています。 

・５歳児健診をやる考えはないか。 ・５歳児健診については、たびたびお話しを頂いて

おりますが、５歳児健診の意義がきっちり確立され

ていないことと、巡回指導や就学時の健康診査との

関連も整理する必要があることから、この計画には

まだ盛り込めない状況にあります。 

・計画の体系のところで、基本視点が先にきて、次

に基本理念の記載があるが、基本理念が先のほうが

よいのでは。 

・ご指摘のとおりですので修正致しました。 

・小学校との連携の部分に学童が無いので記載して

欲しい。 

・ご指摘のとおりですので修正致しました。 

資料４ 


